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Low-Code Platformで変わる 
ソフトウェア開発の高速化

近年，LCP（Low-Code Platform：ローコードプラットフォーム）
と呼ばれるソフトウェア開発手法が注目を集めています．本稿では，
LCPが持つ機能の解説や，これまでのソフトウェア開発の歴史にお
けるLCPの立ち位置，従来の手法と比較してLCPが優れている点，
LCPの注意事項，LCPの事例やLCPが実現する未来について解説
します． NTTデータ
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LCPとは

LCPとは，設計・製造・テスト・
運用といったソフトウェアのライフサ
イクル全体をサポートするソフトウェ
ア開発プラットフォームのことです．
ソフトウェア開発と一言で表しても，
その中で実施することは「開発環境を
用意する」「本番運用環境を用意する」

「設計書を基にソースコードを書く」
「ソースコードを実行可能なソフトウェ
アに変換する」「ソフトウェアを開発・
本番運用環境で実行する」「ソフトウェ
アを監視・分析する」，など多岐にわ
たります．LCPは図 1 に示すように
大きく 5 種類の機能を提供しており，
各工程を自動化して高い生産性を実現
できます．

①　各種環境PaaS＊ 1 提供
ソフトウェア実行のためには，典型

的な例として次のハードウェアを用意
する必要があります．

・ソフトウェアを実行するための
サーバ

・データを蓄積するためのデータ
ベース

・インターネットに公開するための
ネットワーク

また，開発環境，テスト環境，本番
環境など複数環境を用意することが一
般的です．LCPでは利用開始と同時
にソフトウェアを開発・実行できる環
境が提供されます．さらに，モバイル
などのデジタル技術を容易に利用でき
る製品もあります．

②　視覚的なモデリング
LCPでは，GUI操作により，視覚

的に画面・データ・ロジックなどをモ
デリング（設計）します．ドラッグ＆
ドロップによるGUI操作を中心とし
ており，特定プログラミング言語の知
識に依存せずにソフトウェアをモデリ
ング可能です．自動化技術によりコー
ディング量を極限まで減らすことで高
生産性を実現しています．

③　マーケットプレイス
LCPではソフトウェアのテンプレー

トや，画面・ロジックのテンプレート，
さらには，細かな部品などの共有・再
利用を行うためのリポジトリが提供さ
れることが多いです．これによりソフ
トウェアを 1 からつくる必要がなく，

＊1	 �PaaS（Platform as a Service）：クラウド
上のプラットフォームを利用できるサービ
スのこと．

アプリケーション 

開発・管理（ADM） 超高速開発ローコード 

プラットフォーム

図 １ 　LCPの機能と構成要素
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「車輪の再発明」を防いで生産性向上
を実現します．

④　DevOps＊ 2 機能
モデリング情報からすぐに実行可能

なソフトウェアを生成し，LCP内の
ソフトウェア実行環境に配置・実行す
る機能が提供されます．この機能によ
り作成したソフトウェアをすぐにリ
リースできるようになり，リリースま
でのリードタイムを短縮できます． 

⑤　監視・分析機能
①から④の機能でソフトウェアを実

行したら，そのソフトウェアが期待ど
おりに動作しているかをモニタリング
する必要があります．LCPではこの
機能も提供され，利用状況をリアルタ
イムで確認できます．ソフトウェアへ
のアクセス状況，エラーの発生状況な
どに加えて，パフォーマンスやユーザ
エクスペリエンスを分析できる機能を
持った製品もあります．

以上の説明のように，LCPはソフ
トウェアライフサイクル全体に対して
機能を提供しており，これによりソフ
トウェア開発の高速化を実現できま
す．ただ，LCPが登場する前からも
ソフトウェア開発高速化の取り組みは
されてきました．以降では，従来の手
法とLCPが異なる点について説明し
ます．

ソフトウェア開発の歴史からみる
LCP

プログラミングの歴史は1940年以前
までさかのぼり，コンピュータが直接
解釈できる機械言語が登場したことが
始まりです．機械言語は二進数で表現
されており，人間が理解し使いこなす
ことはとても難しいものです．その後，
アセンブリ言語，C/Javaのようなプ
ログラミング言語が登場しました．な
かでもC/Javaのような高級言語は機

械言語と比較して自然言語に近いもの
になっており，機械言語の複雑さが隠
蔽され，人間が理解しやすくなりまし
た．人間が理解しやすくなったこと
で，生産性や保守性が向上しました．
その後，さらに視覚的なモデリングに
よるビジュアル開発ができる機能を備
えたLCPが登場し，より人間が直感
的に理解しやすくなりました．図 2 に
示すように，LCPはビジュアル言語
であるともいえます．これにより，こ
れまでの開発言語と比べてより高い生
産性や保守性の向上を実現できます．

図 3 に示すように，プログラミング
言語の進化と並行して，手でプログラ
ミングすることから脱却する技術も登
場しました．進化の流れは大きく 2 種
類あり，「開発自動化」と「パッケー
ジ（PKG）製品活用」です．

 開発自動化は，CASEツール＊ 3 に
よる開発，MDA＊ 4 によるモデル記述

＊2	 �DevOps：DevelopmentとOperationsを組
み合わせた造語．開発者と運用者が連携し
てソフトウェアが提供する価値をエンドユー
ザへ迅速に届ける手法のこと．

＊3	 �CASE（Computer Aided Sof tware 
Engineering）ツール：1980年代から1990年
代にかけて多く利用された，ソフトウェア
設計の可視化や設計データからソースコー
ドを自動生成するソフトウェア開発支援ツー
ルのこと．

＊4	 �MDA（Model Driven Architecture）：業務
のフローや機能などを抽象化したモデルを
最初に作成して開発を進める手法のこと．
このモデルからソースコードを生成する． 図 2 　プログラミング言語の進化

図 3 　ソフトウェア開発手法の生産性向上・高速化の変遷
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などが挙げられます．PKG製品活用
は，特定業務の効率化のためのPKG
製品を活用するというものです．いず
れもソフトウェア開発の「自動化」と

「標準化・再利用」であるといえ，生
産性向上・高速化は進化と発展を遂げ
てきました．

そして近年，CI/CD＊5，DevOps，
クラウドサービスなどさまざまな技術
が登場し，自動化の対象領域が拡大し
ました．いろいろな自動化技術を採用
することで生産性向上を期待できます
が，それぞれの技術を導入するための
コストがかかってしまいます．そこで，
ソフトウェア開発をプラットフォーム
化し， 1 つのプラットフォーム上で複
数の自動化技術を利用しながら開発で
きるかたちに進化しました．LCPは
これに該当します．

プラットフォーム化したことによる
メリットとして，図 4 に示すように，
これまでのソフトウェア開発自動化手
法よりも多くの工程に適用できるよう
になったことが挙げられます．ソフト
ウェア開発自動化手法はこれまで

「ソースコード生成特化型」と「統合
環境型」の 2 種類がありましたが，そ
れぞれ課題がありました．ソースコー
ド生成特化型は設計情報からソース
コードを生成することに特化したもの
であり，自動生成されたソースコード
からソフトウェアを実行する手法は別

途検討する必要がありました．また，
統合環境型はソフトウェアの設計を開
始する段階で利用でき，実行可能なソ
フトウェアを生成してくれる製品もあ
りますが，ソフトウェアの実行環境は
別に用意する必要があるなど適用工程
は限定的でした．

LCPはプラットフォーム型として
提供されることで，システムライフサ
イクル全般に対して自動化を適用でき
るようになり，これまでの手法よりも
生産性の向上や開発の高速化を実現で
きるようになりました． 

LCPが実現する未来

近年はVUCA＊ 6 時代であり，何が
起こるかの予測が難しい世の中におい
ては変化に素早く対応する必要があり
ます．そのため，ソフトウェア開発に
は高いアジリティが求められます．
LCPは，ソフトウェア開発ライフサ
イクルの一連の流れの自動化を提供し
ますので，アジリティを高めることが
できます．結果，世の中の変化に追従
できる超高速開発の実現に寄与します．

また，近年はDX（デジタルトラン
スフォーメーション）の推進を実現す
るために，ソフトウェア開発のニーズ
が爆発的に増加していて，IT人財の
ニーズも高まっています．このIT人
財は高いIT技術力だけではなく，問
題や課題を正確に把握し解決策をソフ

トウェア設計まで落とし込む力，ス
テークホルダーを巻き込んでソフト
ウェア開発を推進するプロジェクトマ
ネジメント力など幅広い力が求められ
ます．従来の開発では複数の技術を組
み合わせる必要がありましたが，
LCPでは採用したLCP製品のことだ
けを学べば最低限のソフトウェアを開
発できます．そのため複数の技術や，
それらを組み合わせる方法を学ぶこと
と比較すると，習熟難易度が下がりま
す．近年のIT人財のニーズの高まり
に伴い高度なスキルを持ったIT人財
の確保は難しくなっていますが，習熟
が比較的容易であるLCPを活用する
ことで，既存人財のリスキリングも実
現できます．

習熟が容易であることから，従来ソ
フトウェア開発を外部に委託していた
企業において，ソフトウェア開発を自
社で行う，いわゆるソフトウェア開発
内製化にも向いています．内製開発で
はステークホルダー間のコミュニケー
ションや意思決定を自社内で完結でき
るため，開発のスピードアップに伴う

! !

!

!

図 4 　ソフトウェア開発自動化手法の進化

＊5	 �CI/CD（Cont inuous In teg ra t ion / 
Continuous Delivery）：ソフトウェアのビ
ルド（生成）やテスト，デプロイ（配置）
などを自動化し，これらを継続的に実施す
る手法のこと．

＊6	 �VUCA：Vo la t i l i t y，Unce r t a i n t y，
Complexity，Ambiguityの4単語の頭文字を
並べたもの．不安定，不確実，複雑，あい
まいで予想どおりにいかない社会情勢のこと．
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アジリティの向上が期待できます．
ここで，ソフトウェア開発内製化の

具体的な事例を紹介します．NTT東
日本において，内製開発を推進する経
営的背景が増していました．そこで，
NTT データサポートの下，社員を
LCP人財へリスキリングする取り組
みを行いました．現在では，その人財
が主体となって内製開発をできるよう
になっています．経営層による緊急情
報把握が 3 日程かかっているという経
営課題がありましたが，危機管理の仕
組みの刷新と合わせて内製開発による
迅速化，コスト最適化を達成しました．

LCPの注意事項

前述の説明だけですとLCPは夢の
ようなツールに見えてきますが，使い
方を誤るとさまざまな問題が発生する
可能性があります．

①　求められる品質が高い場合は，
品質保証ストーリーも高度になる

LCPを用いることで，ソフトウェ
ア開発のための技術のハードルが下が
り，「どうつくるか」，ではなく，「何
をつくるか」に注力できるため，IT
ベンダのようなプロの技術者だけでは
なく，ビジネス部門の担当者がソフト
ウェア開発に携わる，いわゆる市民開
発者も利用すると考えられます．例え
ば，市民開発者が社内のミッションク

リティカルなソフトウェアの開発を実
装することを考えます．ミッションク
リティカルである場合は求められるソ
フトウェア品質のレベルも高くなり，
高度な品質保証ストーリーが必要にな
ります．これはソフトウェアプロセス
の有識者が必要になり，市民開発者だ
けでは困難になります．

②　シャドーITの増加やITガバナ
ンスの低下

LCPでは簡単にソフトウェアをつ
くれることから，企業のIT部門が把
握していないものが存在してしまう，
いわゆるシャドーITの発生リスクが
高まります．その問題を解決するため
には，IT部門による統制が必要です．

③　LCP製品のFit&Gap
近年LCPの市場は急速に成長して

おり，200を超える多種多様なLCP製
品・サービスが登場しています．各製
品にはそれぞれ特徴があるため，目的
や用途に応じて適切な製品を選定する
必要があります．

④　LCP製品との責任共有モデル
の理解

クラウドサービスでは責任共有モデ
ルを理解したうえで利用することが重
要ですが，LCPについても同様です．
図 5 に示すように，LCPでは，ソフ
トウェアの実装に関する問題は利用者
責任となることが多いです．例えば，

本来はユーザ認証による権限設定をす
る必要があったが忘れてしまいセキュ
リティインシデントが発生した場合，
ソフトウェアの実装方法が起因の問題
となりますのでLCP利用者側の責任
となります．利用する製品が担保する
仕様について理解をし，それ以外のと
ころは利用者自身で問題が発生しない
かを確認する必要があります．

今後の展望

LCPの利用には利点がある反面，注
意しなければならない点もあることを
ご理解いただけたかと思いますが，昨
今の時代背景を踏まえると導入を推進
すべきソリューションであると考えま
す．NTTデータでは，LCPの導入障
壁を払拭する手法を確立し，先見の事
業変革をお客さまとともに実現します．
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「これまで経験がないけど，リスキリン
グでソフトウェア開発に携わりたい」「今
よりも高い生産性でソフトウェア開発を
やりたい」と考えられている方，ぜひ
LCPを検討してください．NTTデータで
は，さまざまなLCP製品を取り扱ってい
ます．連絡をお待ちしています．

◆問い合わせ先
NTTデータ
	 �技術革新統括本部 システム技術本部 ADM技術部
E-mail　adm_contact kits.nttdata.co.jp

•
•

図 5 　LCPの責任共有モデルのイメージ


